
      平成２５年９月１６日 
第 13回懇話会の報告 

企画委員会 
 
１．開催日時  平成 25年 9月 11日（水） 18時 30分～20時 10分 
２．場所    専修大学神田キャンパス 神田校舎 7号館 764教室 
３．講演者   古澤昌宏氏（SAPジャパン バリューエンジニア） 
４．出席者   8名 
５．テーマ   SAPの企業戦略と製品の方向性について 
 ～R/3はもうありません、SAP Business Suiteの売上ですら全体の半分以下。SAPが

今、そして今後力を入れていくのは何か？ 
６．発表概要 
（1）略歴 1989年 野村総合研究所入社（証券、公共システムの開発を担当） 
  1995年 SAPジャパン入社 
 （調達管理コンサルタントなどを経験後、現在は顧客の投資判断支援などの

Value Engineerとして支援） 
（2）ERP の SAP は過去の姿となりつつあり、Analytics や Mobile、Cloud、Database などの

製品群を買収により取り込み、マーケットの拡大に注力している。 
（3）スタンフォード大と開発した In-memory Databaseは、従来の ERPのパフォーマンス上の

ネックとなっていた“実行系の ERPソフトと分析系ソフトとの間でのリアルタイムなデー
タ共有”を可能とする製品で、ERP の目指すデータの一元管理の姿がより現実的なものと
なってきた。 

（4）B2Bの企業マーケットだけから、B2B2Cで個人マーケットを狙った市場への拡大を目指し
ており、2015年までに売り上げの 10%を B2B2Cで上げることを目指している。その結果、
SAPユーザ数を 10億人に拡大する計画である。 

（5）技術変化の激しい ITでは“10年後のマンマシンインターフェイスは予想できない”と考え
ているが、SAPは ABAPアーキテクチャーの採用によってビジネスロジック（アプリケー
ション）や DBと、マンマシンインターフェイスとを独立させており、その結果 HTML化
やMobile化などにも対応しやすくなっていた（Timeless Softwareを実現するための先見
の明があった）。 

（6）Timeless Softwareの８つの原則 
① コンテンツとコンテナを切り離す 
② テクノロジー層間の関連を分離する 
③ コンポーネント化 
④ デザイン（仕様策定）環境は 1か所に 
⑤ 提供側の柔軟性は高く、かつ用途から独立させる 
⑥ 最適化と目的は別 
⑦ 抽象化層間の最適化 
⑧ デザイン思考 
これらの原則に沿うことで、ビジネスの変化に対応し、破壊的イノベーションをせずに
長年に渡って現役ソフトでありえた。 

（7）マシンマシン（システム間）インターフェイスは苦しみ（データの古さ、マスター管理の非
一元化、インターフェイス保守の負荷）を生み出す元凶であり、これをなくす方向で SAP
は In-memory Databaseの開発によって、トランザクションデータを分析系でリアルタイ
ムに見られることを目指している。 

（8）人と人とのつながりは、ビジネスを生み出す源泉。働く人には、ビジネスを作りだす人（分
析やコミュニケーションツールのユーザ）とそれを忠実にデリバリする人（トランザクシ
ョンシステムのユーザ）の 2種類がいる。 



（9）日本と欧米に働く意識の差がある。欧米は「面倒はいやだ。徹底的に手を抜く」ことを考え、
伝票入力の二重化を避けて、情報の再利用を考える。日本は「嫌な仕事でも、いかに効率
よく行うか」を考え、それがパッケージのカスタマイズの増加につながる。 

 
７．質疑概要 
・なぜドイツでは ERPが出来たのに、日本ではできなかったのか？ 
 →SAP では開発者、特に技術のベースを構築する開発者が、社内でもっとも高く処遇

されている（ベンツクラスの自動車が貸与される）ことも一因ではないか。また社員
教育も徹底して実施されている。 

 
８．感想 
・業務処理におけるシステムの利用範囲があまりに拡大した今日では、ERPなどパッケージな
しでの企業システム構築は非現実的である。その中で、我が国の企業は本当に ERPをうまく使
いこなしているのだろうか？重要な研究のテーマではないかと考える。 
                                       以上 

（記録 甲斐莊正晃） 


